
令和３年度予算

（１） 予 算 総 則

（収入支出予算の総額及び内訳）

第１条 危険物保安技術協会（以下「協会」という。）の令和３年度の収入

予算額は、当期収入額１，０６５，１９７千円に前期繰越収支差額

１１４，５９８千円を合計した１，１７９，７９５千円、支出予算額は、

１，０６５，１９７千円と定め、次期繰越収支差額を１１４，５９８千円と

する。

２ 収入支出予算の内訳は、「 ２）令和３年度収入支出予算」のとおりと（

する。

（支出予算の弾力条項）

第２条 事業量の増加等により、事業収入がこの予算において予定した金額に

比して増加するときは、その増加金額の範囲内において、当該増加した事業

に直接必要となる経費及び余裕金の運用の経費に充てることができる。

（流用及び予備費使用の制限）

第３条 危険物保安技術協会の財務及び会計に関する省令（昭和５１年自治省

令第３１号。以下「省令」という ）第８条第２項の規定により流用又は予。

備費の使用に当たり総務大臣の承認を受けなければならない経費は、次に掲

げるとおりとする。

一 役職員に対して支給する給与に要する経費

二 交際費に要する経費

（繰越の制限）

第４条 省令第９条第１項ただし書の規定により支出予算を翌年度へ繰り越し

て使用する場合に総務大臣の承認を受けなければならない経費は、次に掲げ

るとおりとする。

一 役職員に対して支給する給与に要する経費

二 交際費に要する経費

（定員及び給与の制限）

、 、 、第５条 協会は この支出予算の範囲内であっても 役職員の定員及び給与を

この予算において予定していた定員及び給与の基準を超えてみだりに増加

し、又は支出してはならない。

（借入金の借入限度額）

第６条 令和３年度において借入れをすることができる一時借入金の限度額

は、令和３年度に予定される受託料収入額の範囲内とする。










